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認定の申請が始まります

主な内 容

海
、
山
、
川
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
平
塚
市
に
は
、

た
く
さ
ん
の

「と
れ
た
て
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
三

月
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「と
れ
た
て
」
を
販
売
す

る
「
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
朝
市
」
が
、
毎
月
一

回
、
総
合
公
園
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
産
物

を
地
元
で
販
売
す
る
「
新
鮮
さ
」
に
加
え
、
育
て
た

人
の
顔
が
男
え
る
「
安

ω感
」
か
ら
、
毎
回
多
く
の

市
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
秋
は
何
と
い
っ
て
も

食
べ
る
幸
せ
を
実
感
す
る
季
節
。
そ
こ
で
今
回
は
、

平
塚
産
の
「
元
気
な
野
菜
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

さつ5まい志
砂 地が合っているんだろうね。

これはベ二アズマだけど、新鮮だ

から、肌がなめらかで色つやもい

いでしょう。昧は晶種だけじゃ広

くて、地域や生産者によっても違

うんだよ。 「幻のイモ」なんて呼ば

れているクリマサリ (8サイズの

み) も売るわ、ら食べてみて。

Ir 

. -

.郷土料理を紹介

きゅうりや小松菜芯どを使った

岡崎名物「太巻き」を、ケーブル

テレビで紹介します。放映日時は

2面下欄をご覧ください。

・図書館で特
中央図書館の2階で、 9月29日ま

で「食欲の秋Jを特集(展示 ・貸

し出し〉しています。

増田一郎さん

岡崎

背
が
高
く
て
、
葉
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
乾
燥
に

弱
い
け
れ
ど
、
転
作
作
物
と
し
て
水
田
で
栽
培
し

て
い
る
か
ら
、
や
わ
う
か
く
て
、
お
い
し
い
の
が

で
き
る
ん
だ
。
輪
切
り
に
す
る
と
乳
白
色
で
、
き

め
が
細
か
く
、
す
じ
ゃ
ブ
ツ
ブ
ツ
も
な
い
。
全
体

に
丸
く
て
、
ク
リ
ク
リ
し
た
の
が
お
い
し
い
よ
。

沢
ω
生
落
花
生

「
ユ
デ
ラ
ッ
力
」
と
い
っ
て
、
枝
豆
み

た
い
に
、
ゆ
で
て
食
べ
る
ん
だ
。
お
つ
ま

み
に
は
最
高
だ
よ
。
今
年
は
豊
作
で
、
こ

ん
芯
に
た
く
さ
ん
実
が
つ
い
て
い
る
よ
。

中
身
も
つ
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
生
野
菜

と
同
じ
で
、
収
砲
し
て
二
、

三
日
が
勝
負
。

新
鮮
な
も
の
を
昧
わ
っ
て
み
て
。

んさ
小
雄英

仏
、
ご

橋

-¥
高

葉ものは鮮度が命。時聞がたつと根の周り

などが傷んでくるから、新鮮芯地元産を選13i

c;) のがコツ問。ハウス栽培で一年中出荷して

いるけ れど、躍房は冬でもしていないよ。叫 夏は早 く育つ凶アクが少ないとわ、冬は甘

圏、昧が出るとか特徴を知るともっといいね。

松
F葉

明さん

(ここで買えます。平塚産J
磯村

ふれあいマーケット〈朝市〉 総合公園 南駐車場 小雨決行

野菜だけではありません。もぎたての果物や生みたての卵、しめじゃ豚

肉、生しらすや魚の干物などなど。もちろん、みん芯平塚産です。みなさ

んも月に一回、早起きをして生産者とのふれあいを楽しんでみませんか。

b日時 9月19日(日)朝7時から9時ごろまで※10月10日、 11月14日、12月26日にも開催

[>問い合わせ先 産 業 推進課 n35-810l

※当日の開催の有無は朝6時かうn23-1111へお問い合わせください

※「岡崎の里いも」は出品しません。 .JA岡崎直売所宮58-5011をご利用

ください。また、 「生しらす」は漁の具合で入荷しないこともあります

JA直売所でも販売
野菜や果物思どは、市内8か所のJA直売所でも販売しています。詳しく

は .JA湘南経済センター (古田-7799)へお問い合わせください。 安池三郎さん

2100~害援ZtlEf程合率100%-世帝92.765(ー5)手軽荒DJ))A@&fJIlfJ!<平成11年日月1日現在()内Iil:前月比〉 ・人口253，942(-47) 
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育

遺
ぬ入
超@
人ゆ
⑫ガ
築 易
顔え
がる
易
え

健
康
、
環
境
、
農
業
:
:
:
。
野
菜
を
通
し
て
考
え
る

自
分
が
食
べ
て
い
る
野
菜
が
、
ど
こ
で
ど
ん
な
ふ
う
に
栽
培
さ
れ
た
の
か
、
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
元
気
な
野
菜
は
私
た
ち
の
体
を
健
康
に
す
る
だ
け
で
な
く、

大
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
よ
り
よ
い
環
境
を
生
み
出
す
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
健
康
や
環
境
、
農
業
に
つ
い
て
、
野
菜
を
通
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

四
季
折
々
の
昧
を

子
ど
も
た
ち
に

LP
 ン

ん
け
さ

汁
汗

コ

副
府

活
畢

生

J
J

耽
岩

子
ど
も
た
ち
に
は
季
節
感
を
生
か

し
た
料
理
で
、
食
べ
物
や
日
本
の
風

土
に
根
ざ
し
た
食
文
化
に
興
味
を
持

た
せ
た
い
で
す
ね
。
学
校
給
食
の
米

は
、
す
べ
て
県
内
産
で
ま
か
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
家
庭
で
も
信
頼

の
お
け
る
地
元
産
の
野
菜
で
、
本
来

の
味
を
楽
し
む
味
党
を
育
て
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
た
て
の
野
菜

は
自
然
な
廿
さ
と
、
何
と
も
言
え
な

い
コ
ク
が
あ
り
ま
す
。
煮
物
な
ど
の

伝
統
的
調
理
法
な
ら
安
全
性
も
高
ま

り
、
現
代
人
に
不
足
し
が
ち
な
食
物

繊
維
も
パ
ッ
チ
リ
と
れ
ま
す
よ
ね
。

地
域
の
土
壌
に
あ
っ
た
句
の
野
菜

を
作
れ
ば
、
新
鮮
で
、
栄
養
が
い
っ

ぱ
い
で
、
し
か
も
お
い
し
い
。
そ
の

上
、
無
理
な
く
作
る
か
ら
人
や
円
然

環
境
に
も
や
さ
し
い
食
材
と
い
え
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
い
つ
で
も

手
に
入
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
句
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
機
野
菜
や
泣
伝
チ
組
み
換
え
食

品
の
表
示
は
、
国
の
誕
地
で
は
わ
か

り
に
く
く
、
疑
問
も
多
く
あ
り
ま
す
。

自
分
は
日
ご
ろ
ど
ん
な
野
菜
を
食
べ

て
い
る
の
か
を
、
「
命
を
は
ぐ
く
む

食
」
「
医
食
同
抑
」
と
い
う
一
言
葉
と

と
も
に
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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同
∞

い
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開
、
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H

m
m早
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を

地
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∞
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役

m
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で

。

ゆ

川

松

明

区

J
J

観

り

日

α
栽

地

で
H
M

だ

環
境
に
や
さ
し
い

農
業
を
サ
ポ
ー
ト区

別市叫

ん

針

さ

揃

郎

副
員
次

川端…
一潜

奈
門
4
攻

神
専

j

都
市
近
郊
農
業
は
、
都
市
住
民
に

新
鮮
で
安
全
な
農
作
物
を
供
給
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
産
地
と
消
費

地
が
近
い
た
め
、
作
る
人
と
食
べ
る

人
の
関
係
が
密
接
で
す
。

神
奈
川
県
の
野
菜
生
産
の
歴
史
は

古
く
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
は
全
同

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

生
産
現
場
で
は
、
ど
う
や
っ
た
ら

収
ほ
が
上
が
り
、
お
い
し
い
野
菜
が

で
き
る
か
、
鴨
川
泊
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
有
効
利
川
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
常
に
改
普
を
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
産
者
を
技
術

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
当
研
究
所

の
仕
事
で
す
。

日
以
近
は
、
生
活
環
境
を
は
じ
め
、

地
戚
の
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

が
強
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
山以は
平
成

九
年
度
か
ら
十
年
間
で
化
学
良
薬
と

化
学
肥
料
の
使
用
公
を
三
O
%
減
ら

す
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
方
針

に
沿
っ
て
、
当
研
究
所
で
も
天
敵
を

利
用
し
た
持
虫
駆
除
の
方
法
や
、
宥

機
一
質
肥
料
の
効
来
的
利
用
法
な
ど
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

責
任
を
持
っ
て

栽
培
し
て
い
ま
す

平
塚
市
園
芸
協
会
そ
さ
い
部
会
長

高
梨
輝
夫
さ
ん

保
材
料
を
考
え
る
と
、
消
自
殺
好
み

の
野
菜
を
生
産
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

が
現
実
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

「将
来
が
心
配
だ
」
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
食
生
活
が
が

ら
り
と
変
わ
り
、
食
べ
物
が
本
来
の

役
初
で
あ
る

「体
を
成
長
さ
せ
た
り

維
持
し
た
り
す
る
」
こ
と
か
ら
雌
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
不

安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

市
場
で
は
、
規
格
に
合
っ
た
見
栄

え
の
い
い
も
の
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

県内農業ランキング
県内37市町村における平塚市の

農業所得の順位を紹介します。

米 1位果実 13位

野菜 5位花き 2位
雑穀・豆類 4位畜産 2位
いも類 3位 (平成9年)

神奈川股林水産統計年報による

「
食
道
楽
-
と
村
井
弦
斎

村
井
弦
斎
と
い
う
人
を
ご
存
じ
で

す
か
。
明
治
、
大
正
時
代
に
活
躍
し

た
作
家

・
新
聞
記
者
で
、
代
表
作
に

「食
道
楽
」
が
あ
り
ま
す
。

新
聞
の

辿
載
小
説
で
し
た
が
、
食
に
閲
す
る

ハ
ウ
ツ
ー
も
の
と
し
て
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

印
税
で
大
き
な
収
入
を
得
た
村
井

は
、
平
塚
に
広
大
な
敷
地
を
求
め
、

自
宅
を
建
て
て
移
り
住
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
二
年
に
亡
く
な
る
ま

で、

二
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て
ド
塚 (1863-1927) 

の
住
人
で
し
た
。
そ
の
後
、

「食
道

楽
」
と
い
う
題
名
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー

や
名
居
を
紹
介
す
る
い
わ
ゆ
る

「グ

ル
メ
本
」
と
誤
解
さ
れ
た
の
か
、
彼

の
名
前
は
人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

「食
道
楽
」
の
目
的
は
、

も
っ
と
別
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で

す
。
彼
は
食
と
健
康
に
閲
す
る
論
文

を
多
く
昨
日
き
、
大
正
九
年
に
は
集
大

成
し
て

「食
物
に
閲
す
る
十
八
年
間

の
研
究
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
る
と
、
村
井
の
ね
ら
い
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
彼
は
そ
の
中
で
、
食

物
、
料
理
、
食
事
法
に
関
す
る
原
則

を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
食
物
で
は

「な
る
べ
く
新

鮮
で
、
生
で
、
天
然
に
近
く
、
必
命

が
長
く
、
近
く
で
と
れ
た
も
の
で
、

暮

5
し
の
講
座
聞
く

い
ず
れ
も
会
場
は

M
Nピ
ル
十

一

附
の

「ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
第

二
会
議
室
」、
定
貝
は
先
着
順
に
百

五
十
人
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

.
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
現
状
と

課
題
:
叩
川
7
U午
前
叩
時
1
正
午

・
食
品
添
加
物
の
安
全
性
・
--m月
日

口
午
後
l
時
却
分
1
3時
却
分

-
農
薬
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

.・・
同
月
日
日
午
前
叩
時
1
正
午

お
申
し
込
み
は
、

市
民
活
動
推
進

課

(内
線
2
2
6
3)
へ
。

※
2
歳
以
上
託
児
あ
り

(
袈
予
約
)

農
業
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
l
ク

貴公証週間です女

10月1日-7臼は公

柾 :il!!L聞です。巡雷や

相続などの相談をお

受けします(要予約)

日時 10月7日 (木)

午前10時~午後3時

会場 市民相談室

(市役所1階)

圏 10月刊 (水)ま

でに市民活動 推 進課

(内線2293)へ

相官裂しようlそうしよう
各地で無料相談会を聞きます

.無料登 配相談 (市民センター)

・日時 10月3日(日)午前 1011寺~午後3時

-内容 相続・ 贈与 ・売買・会社股立など

-問い合わせ先 神森川県司法件士会小 田 原

文部平塚会 (ft22-3355) 

.無料調停 相談 (MNピル11階)

.13時 10月 13日(水)午後1時-4時

-内容 お金の貸し借り・夫婦のもめごとなど

・問い合わせ先 平塚調停協会(合31一0513)

.特股市民相談(旭南公民館)

・日時 10月21日(木)午後l時 -4時

-内容 一般 ・人権・行政・民生など

-問い合わせ先 市民活動推進課(内線2293)

くらし快適メモく連載④>

資格商法に気をつけて

く
せ
の
な
い
甘
い
も
の
が
好
ま
れ
、

そ
れ
は
ま
る
で

「工
業
製
品
」
の
よ

う
で
す
。
で
も
、
野
菜
は

「生
き
物
」

で
す
か
ら
、
当
然

一
つ
一
つ
形
や
味

が
追
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も

を
育
て
る
よ
う
に
、
手
間
ひ
ま
を
か
花
の
栽
培
農
家
や
酪
農
家
を
訪
ね

け
て
栽
培
し
て
い
る
の
で
す
。

た
り
、
稲
刈
り
を
見
学
し
た
り
し
て

食
べ
物
の
本
来
の
役
割
を
、
そ
し
み
ま
せ
ん
か
。
定
員
は
先
着
順
に
百

て
位
脱
や
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
な
五
十
人
、
参
加
賀
は
六
百
円
で
す
。

ら
、
野
菜
を
見
た
目
や
価
俗
だ
け
で
マ
日
時

叩
月
3
日
午
前
9
時
i
正

は
選
べ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
午

(雨
天
決
行
)

か
。
買
う
と
き
に
は
、
ぜ

ひ

産

地

も

マ

場
所

岡
崎
地
区

1
片
岡
地
区

確
か
め
て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す
。
平

※

集

合

は

小
田
急
東
海
大
学
前
駅

塚
産
の
野
菜
を
、
私
た
ち
は
誇
り
と
お
申
し
込
み
は
、
か
な
が
わ
健
康

責
任
を
持
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

財

団

吾
郎
l
m
l
0
8
5
2
)
へ
。

刺
激
の
少
な
い
も
の
」
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
料
理
の
原
則
で
は
「
天

然
の
味
を
失
わ
な
い
こ
と
、
天
然
の

配
合
に
近
ら
し
む
る
こ
と
、
消
化
と

ぜ
っ

排
地
と
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
、
五

美

(味
)
を
備
え
る
こ
と
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
食
事
法
で
は

「飢
え
を
も
っ

そ

で
食
す
べ
き
こ
と
、
よ
く
臥
し
ゃ
く

す
る
こ
と
、
腹
八
分
自
に
食
す
る
こ

と
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

食
材
に
つ
い
て
言
え
ば
「
そ
の
土

地
で
句
に
と
れ
た
新
鮮
な
も
の
が
最

高
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
井
と
い
う
人
は
何
事
に
よ
ら
ず
実

証
的
で
、
敷
地
内
に
古
川
舎
や
菜
園
を

設
け
、
そ
こ
で
と
れ
た
食
材
で
「
食

道
楽
」
に
掲
載
の
食
事
を
作
っ
て
ふ

る
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

約
百
年
も
前
の
指
摘
で
す
が
、

い

ず
れ
も
、
今
な
お
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど

の
説
特
力
と
雌
き
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦場や自宅に包括がかかってきて、「国

家資裕をとりませんか」などと勧誘する

資物商法。 あい まいな返司王をすると「契

約した」 と言って高額な料金を請求して

きます。 また、断ってもしつこく勧誘し

てくる場合もあります。特に若い新入社

口がねらわれています。必要がないとき

は、 「いりませんJとはっきり断りましょ

っ。 市民活動推進課 (内線2263)

|消費生活相談:毎週金曜日午制一時晴相談室叩皆I
電話(内線~でも相談できます

国

SCN湘南チャンネルで、市内台地域の歴史や郷土料理、サークル活動など
を紹介する 「みん芯のテレビ~平塚発・まち探険」。今回は、岡崎公民館から生
放送でお送りします。 再放送は 10月の 毎週日曜 日、午後2時-3時です。

。問い合わせ先広報広聴課 (宮21-8761)

ケーブルテレビ 「みんなのテレビ~平塚発 ・ まち探険~J

岡崎公民館か5生放送
9月26日(日)午後2時-3時
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問ち9湘南ひらつか囲碁まつり

参加者募集

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
、
市
内
桃
浜

町
に
住
み
、
多
く
の
棋
士
を
育
て
た

水
谷
宜
九
段

(一

九
O
九
i
一
九
七

五
)
。
そ
の
功
献
を
た
た
え
、

「湘
南

ひ
ら
つ
か
囲
碁
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
多
国
打
ち
大
会
や
グ
ル
ー
プ

対
抗
戦
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
参
加
を
希
望
す

る
イ
ベ
ン
ト
名
を
明
記
の
、
?
ぇ
、
往

復
は
が
き

(グ
ル
ー
プ
対
抗
戦
は
巾

し
込
み
用
紙
)
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

開
量
処
同
州
(閣

レポーター

内緩和子さん

「舞え、湘南の風」
第30回関東中学校新体操選手権大会で3位入賞

を果たした山城中学校新体操部。上越市で開催さ

れた全国大会でも「湘南の風」になりました。
全国からおよそ3，500人のにぎわい

屯
話
番
サ
、
級
位
(
ま
た
は
聞
排
煙
)

を
記
入
し
、
文
化
財
団
(〒
矧
l
蜘
見

附
町
日
|

1
・
8mー

2
2
3
5
)
へ
。

も

側
面
打
ち
大
会

加
藤
正
夫
九
段
、
大
竹
英
雄
九
段

な
ど
水
谷
門
下
生
や
白
本
棋
院
に
所

属
す
る
約
五
十
人
の
プ
ロ
棋
士
と
の

多
面
打
ち
大
会
や
、
囲
碁
教
室
(
参

加
自
由
)
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時
叩
月
叩
円
(祝
)午
後
1
時

1
4時
却
分

マ
会

場

紅

谷
パ

1
ル
ロ
l
ド

(雨

の
場
合
は
平
塚
競
輪
場
)

{
多
面
打
ち
大
会
参
加
者
募
集
}

マ
定
員
制
人

(抽
選
)

マ
締
め
切
り

9
月
M
日
(
金
)

※
当
日
の
飛
び
入
り
参
加

(間
人
)

も
受
け
付
け
ま
す
。
午
後
0
時
加
分

ま
で
に
会
設
χ
け
付
け

(長
崎
一宮

※
聞
の
場
合
は
平
塚
競
輪
場
テ
ン
ト

下
)
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も

プ
ロ
棋
士
と
の
交
流
会

「別
而
打
ち
大
会
」
に
出
場
し

た
プ
ロ
棋
士
と
囲
碁
フ
ァ
ン
の
交
流

念
願
の
全
国
大
会
出
坊
を
来
た

し
た
山
城
巾
学
校
の
新
体
操
部
を

八
月
三
十
日
に
取
材
し
ま
し
た
。

山
城
中
学
校
の
新
体
操
部
は
伝

統
あ
る
部
で
、
県
大
会
団
体
優
勝

述
続
五
剛
、
県
代
表
と
し
て
関
東

大
会
連
続
八
回
出
場
と
い
う
卸
か

し
い
成
献
を
残
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
八
月
六
日
、
七
日
に
関
東

大
会
が
平
塚
市
総
合
体
育
館
で
聞

か
れ
、
問
体
三
位
入
立
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
、
全
聞
大
会
初
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

関
東
大
会
で
は
、
大
勢
の
応
援

の
中
「
祭
り
」
の
テ
l
マ
符
楽
に

七
夕
の
山
も
組
み
入
れ
る
な
ど
工

夫
を
こ
ら
し
、
赤
地
に
七
夕
の
星

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
オ
タ
ー
ド
に

身
を
包
み
、
六
人
が

一
つ
に
な
っ

て
舞
う
こ
と
が
で
き
た
と
部
長
の

憤
名
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

試
合
直
前
に
は
練
習
時
間
が
八

会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

m
M
m日
(祝
)
午
後
5
時

却
分
i
7時
却
分

マ
会
場

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
神
奈
中

マ
{
答
貝
即
人

(先
着
順
)

マ
参
加
費

八
千
円

(記
念
品
付
き
)

も

級
位
認
定
大
会

マ
日
時

叩
月
幻
自
(
土
)
午
前
9
時

ω分
1
午
後
4
時

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
定
員
制
人

(先
着
服
)

マ
参
加
費

一
千
五
百
円
(
同
校
生

以
下
は

一
千
円
)、
昼
食
・
参
加
日

付
きも

グ
ル
ー
プ
対
抗
戦

一
グ
ル
ー
プ
五
人
に
よ
る
同
体
対

抗
戦
を
聞
き
ま
す
。

マ
日

時

叩
月
M
日
(
日
)
午
前
9
時

i
午
後
4
時

マ
会

場

勤

労
会
館

マ
参
加
費

一
千
五
百
円

(同
校
生

以
下
は

一
千
円
)
、
昼
食

・
参
加
賞

付
き

マ
締
め
切
り

も

囲
碁
文
化
フ
ェ
ス
タ

藤
沢
秀
行
名
脊
棋
聖
と
小
川
誠
子

六
段
の
対
談
や
、
落
語
家

・
古
今
夕

志
ん
明
の
開
辞
に
ち
な
ん
だ
務
一加
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

U
月
幻
自
(
日
)
午
後
2
時

凋
泊

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料

一
千
円
(
前
売
り
捌
門
)

日
月
5
日
(火
)

ねよだん

b

た

，F
イ
可

4

ヵ

衣
類
や
お
も
ち
ゃ
、
日
用
雑
貨
な
ど

F

炉
し

「
民

主

を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け

一宮
割

く
だ
さ
い
。

町、

羽

マ
日
時

9
月
初
日
(
日
)
午
前
叩
時

十
}

ー
午
後
4
時

(
正
午
ま
で
の

降

水

確

し

ま

す
。
読
み
た
か
っ
た
本
に
出
会

率
が
印
%
以

t
の
と
き
は
日
月
9
日
え
る
か
も
:
・
。

(
土
)
に
延
期
)

マ
日
時

9
月
初
日
(木
)
午
前
叩
時

マ
会
場

総
合
公
園
中
央
大
池
付
近

1
午
後
3
時

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務
課

マ

会

場

中

央

図

書

館

(
内
線
2
2
3
9
)
へ

。

マ

対
象
個
人
利
用
に
限
り
ま
す

食
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

マ
冊
数

1
人
叩
冊
以
内

幽
件
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑
お
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
図
書
館

誌
、
約
二
万
七
千
冊
を
無
料
で
提
供

(宮
出
|
0
4
1
5
)
へ
。

ー

ー

ー

か

ト

り

パ

大

一
事

そ

ト

と

な

り

止

川
川
寸
だ
ル
た
に
、

。
で

と

引

こ

め

あ

は

拍
哨

'
P、

J
ベ

し

ず

と

す

け

っ

hu--
吋

の

止

が

け

自

官

酌

で

ト

伝

ら

る

ま

が

よ

い

石

と

を

命

だ

蓮

司
O
ま

一

連

ぷ

す

吋

心

同

る

れ

あ

寧

た

私

全

'

」

こ

シ

を

か

均

成

な

7
忘

た

に

え

「

そ

日

、

車

を

以

引

さ

れ

制

七

凶

に

救

し

忍間一

.
し
，
・
ぺ
て
て
ト
}
阪
に
A
q

ま

出

ル

ー

リ

、

-。

な

閣
.
比
に
ご
認

M
W
1
3
2
~

団
出

M
i
H一
と

ル

ク

が

一
は

ま

掻

ド

右

Mrv

寸
J

M
U
は

ら

を

へ

イ

き

人

故

こ

交

官

で

代

任

問

山

、

ぺ

れ

船

付

制

・火

・
0

・

ー

す

耶

b

A

M

-

-

、

す

ま

た

J
1

ち

V
E

で

り
っ
し
ヨ
持

ぬ

1ν

罪

あ

か

パ

気

一円
・必

2
2川

?』

E
E
M

反

こ

起

M
と

/

、

U

噛

た

、

同

」

9
7

尊

え

ば

o

い

酔

円

割

駐

考

れ

す

な

，.4.

食

を

け

ま

め

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で

大
き
な
秋
、
み
j
つ
け
た

会
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ

ー
ケ
ッ
ト

「ご
み
に
出
す
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
ご
み
に
出
す
の
は
か
わ
い
そ
う
」

そ
ん
な
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
品
物
を

集
め
た
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
聞
き

ま
す
。

会
場
で
は
、

二
百
二
十
の
お
庖
が

時
間
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
こ

ん
な
練
習
熱
心
な
チ
1
ム
は
初
め

て」

「生
徒
の
努
力
と
能
力
、
指

導
者
・
家
庭
の
協
力
が
あ
っ
て
の

成
果
」
と
顧
問
の
大
江
・
青
木
両

先
生
は
閉
し
て
く
れ
ま
し
た
。
八

月
二
十

一
H
新
潟
県
上
越
市
で
聞

か
れ
た
全
国
大
会
で
は
団
体
十
八

位
の
成
績
で
し
た
。

技
術
面
の
指
導
者
が
不
足
し
、

現
在
二
、
三
年
生
あ
わ
せ
て
部
品

は
十
三
人
で
、

一
年
生
の
募
集
は

し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
二
年
生

が
巣
立
っ
た
ら
休
部
と
の
事
で
寂

し
く
思
い
ま
し
た
。

応
援
旗

「抑
え
、
湘
南
の
風
」

の
よ
う
に
、
今
年
は
全
国
大
会

で
舞
う
こ
と
が
で
き
、
ほ
ん
と
う

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「や
れ
ば
で
き
る
」
を
実
践
し
た

み
な
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

φ 

に行乙ラ
入場券は文化財団(市民センター内)で発売中

平塚フィルファミリーコンサート 湘南ひらつか第九のつどい
1>日時 11月14日(日)午後2時間演 1>日時 11月28日(円)午後2時間前

1>出演 平塚フィ ルハーモニ ー管弦 1>合唱 湘南ひらつか第九のつどい

楽団、悲口雄子(元NHK歌のおね 合明団(約400人)

えさん) 1>管弦楽東海大学管弦楽団

1>幽日 「ピーターと狼Jr宮崎駿 1>指揮者 図代詞生

アニメ映画特集J 1>曲目 ベートーベン「交響曲第9殺」

1>入場 料 500円(全席自由) 1>入場料 1，000円(会席自由)

5い γ41 J可? J犠z

ー a盟文化財団 (ft32-2235)

甫民包シタ湘52語力、写生コンクール作昂募集 C二二コ

私たちのまち平塚の身近なJII;J誌や日ごろ

親しんでいる観光行事などを摘いてみませ

んか。画材は自由です。

1>対象中学生以下

1>サイズ 四つ切り(版画は、はがきサイ

ズ以上)

1>応 募 方 法 作 品の裏面に、岡題、住所、

氏名、学校名、学年、年齢、電話番号を

記入し平塚市観光協会(〒254-8686浅間

町9・1商業観光課内)へ

1>締め切り 9月24日(金)

※作品は、 11月5臼-7日に開催する産業ま

つり会場(見附台体育館)に展示します

国商業観 光 課 (内綿3687)

駅前市民窓口センター (MNピJレ10階)では、土 ・日曜日や祝日も「住民票

の写しJ、「印鑑登録恒明容Jなどの諸直明を発行しています。 O利用時間 午

前9時~午後5時(毎月第3日曜日と年来年始は休み〉、平日は午後8時 ま で

※「住民異動届」、 「戸籍届出」、「印鑑登録」の受け付けは市役所本庁のみです

休日でも住民票がとれます
。問い合わせ先駅前市民窓口センター (宮22-1001)
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。ォゐ
-

申
請
の
対
象
は

、ご
申
請
の
対
象
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
四
十
歳
以
上
の
人
で
、

年
齢
別
に
次
の
よ
う
な
条
件
が

あ
り
ま
す
。

a'臼歳
以
上

原
因
を
問
わ
ず
、
寝
た
き
り

や
痴
呆
に
な
り
、
日
常
生
活
に

介
護
や
支
躍
が
必
要
な
人

-mw歳
5
削山歳

次
の
十
五
種
類
の
老
化
に
伴

う
病
気
が
原
因
で
、
日
常
生
前

に
介
護
や
支
援
が
必
要
な
人

マ
百
種
類
の
特
定
疾
病

.
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

.
後
縦
靭
帯
骨
化
症

・
骨
折
を
伴
、
っ
竹
粗
怒
症

・
シ
ヤ
イ
・
ド
レ
l
ガ
l
症
候
群

.
初
老
期
に
お
け
る
痴
呆

esず
い

・
脊
髄
小
脳
変
性
症

saヮ
ゅ
う
か
ん
会
ょ
う
包
〈

・
脊
柱
管
狭
窄
症

・
早
老
症

・
糖
中川
病
性
神
経
障
害
、
粕
尿

病
性
特
症
お
よ
び
柿
尿
病
性
網

膜
症

介
護
の
不
安
泰
狂
会
主
体
で
吏
え
て
い
こ
う
と
、
来
年
四
月

か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
開
始
に
先
立
ち
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を
十

月
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
て
い
る
人
は
、

年
齢
別
に
定
め
た
受
け
付
け
期
間
内
(
左

表
参
照
)
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
、
「
指
定
居
宅
介
護
麦
援
事
業
者
」
や
「
介
護
保
険

施
設
」
に
頼
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
直

接
、
事
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
事
業
者
の
一
覧
表

は
、
介
護
保
険
推
進
室

(
市
役
所
東
附
属
庁
奮
二
階
)
や
公

民
館
な
ど
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

介
護
か
必
要
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
申
請
の
後
、
訪
問
調
査

や
主
治
医
の
意
見
書
な
ど
を
も
と
に
、
全
国
統
一
の
墓
準
で
実

施
し
ま
す
。
申
請
か
ら
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
は
、
原
則

と
し
て
三
十
日
で
す
。

デイサービスでのレクリエーシ ョン
ス
を
利
用
す
る

請
が
必
要
で
す

I掲食行・ ・ ・
節に両慢慢閉パ脳
症若側性性塞n 血

しの間関性キ管
い膝与塞担行動ン疾
変関性リ脈ソ，@、
形節 Jjiliウ硬ン
をま疾マ化病
伴た忠チ症
うは
変股こ
%閲

例
え
ば
、
交
通
事
故
が
原
因

で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
四
十
歳
か
ら

六
十
四
蔵
ま
で
の
人
は
、
老
化

に
伴
う
病
気
で
は
な
い
の
で
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-

申
請
方
法
は

、ご
「要
介
護
認
さ
の
申
簡
は
、

左
表
の
日
程
で
、
年
齢

(平
成

十
二
年
四
月

一
日
現
在
)
の
高

い
人
か
ら
順
番
に
受
け
付
け
ま

す
。

※
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
郵
送

し
た

「介
護
保
険
認
定
申
前
に

つ
い
て
」
の
通
知
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

マ
受
け
付
け
場
所

介
護
保
険

認
定
申
荷
受
け
付
け
窓
口

(市

役
所
1
階
、
保
健
福
祉
総
合
相

談
窓
口
前
)

マ
受
け
付
け
時
間

午
前
8
時

加
分
i
午
後
5
時
(
土

・
日
曜

日
、
祝
日
、
ロ
月
鈎
日
1
1月

3
口
は
休
み
)

マ
受
け
付
け
期
間
左
上
表
の

と
お
り

マ
申
請
書
配
布
場
所

介
護
保

険
推
進
室

(市
役
所
束
附
属
庁

舎
2
階
)
、
保
健
福
祉
総
合
相
談

窓
口
(
市
役
所
1
階
)
、
公
民

館
、
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(
M
Nピ
ル
叩
階
)
な
ど

マ
持
ち
物
医
療
保
険
証
、
※

診
察
券
、
※
身
体
障
害
者
手
帳
、

※
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

(
※
は
持
っ
て
い
る
人
の
み
)

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

J
¥
 

介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト

ま
で
あ
と
半
年
で
す
ね
。

私
自
身
、
介
護
の
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

の
福
祉
グ
ル
ー
プ
で
介
護
保
険

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
現

在
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が

四
月
以
降
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
に
介
離
を
し
て
い
る
人

や
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
意

大
野
耕
一
さ
ん
(
徳
延
)

‘

χ
 
見
を
聞
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
、

製
介
護
区
分
に
よ
っ
て
は
、
追

加
の
費
用
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
願
い
た

い
で
す
。

何
よ
り
も
、
全
体
の
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
に
は
、
婆
介
護
認
定
の
公
平

性
の
問
題
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

平
塚
市
は
、
ほ
か
の
ま
ち
よ

り
も
福
祉
施
設
が
多
い
ま
ち
。

「今
こ
そ
、
福
祉
の
ま
ち
の
出
番

で
あ
る
」
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

身
近
な
人
の
意
見
を
尊
重
し
て

四
年
前
ま
で
、
義
母
の
介
護

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど

市
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
の
で
信
頼
感

が
あ
り
ま
し
た
。

介
醗
保
険
が
始
ま
る
と
私
た

ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
を
選
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
選
択
肢
が
広
が

り
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
て
い

く
こ
と
は
魅
力
で
す
が
、
正
し

出
縄
智
子
さ
ん
(
万
田
)

い
情
報
が
な
い
と
不
安
で
す
。

見
極
め
る
た
め
に
も
事
業
者
の

情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

十
月
か
ら
認
定
が
始
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
お
年
寄
り

の
体
制
は
日
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
接
す
る
人
に
よ
っ
て
追
い

ま
す
。
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、

身
近
な
人
の
意
見
を
ぜ
ひ
、
尊

重
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
情
報
が
行
き
届

か
な
か
っ
た
た
め
に
申
請
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
人
が
出
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

い
よ
い
よ
来
年
四
月
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
「
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
制
度
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

一
に
川
河
川
唯
一
寸
l
ビ
ス
が

一施
設
サ
ー
ビ
ス
一

.
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅

療育相談室
(豊田分庁舎)

8・FAX32-2738
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月-水-金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2. FAX21-7639 
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金隈日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時

-17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時
-17時(第2・4土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
0青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時-17時
ゐみで‘，..み与し

0ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)-18時30分

霊平塚駅

館
央
民

中
公錨

口
側
、子

ど
も
教
育

E

-

器
削
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン

市
セ

10月7日(木)10時~。婦人

15時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時-16時

健康相談
(保健センター)

B34-0311 
。電話 毎週月~金曜日10崎

-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分-10時30分

g33-2333 
く〉専門(法律、金融、住宅、保

健医療-要予約) 10月7日

(木)13時30分-15時30分

<>生活支援 毎週月~金曜日

8時30分-17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

く〉母子 毎週月~金鍵日9
時-16時

<>家庭児童毎週月~金曜日

9時-16時

福祉会館

く〉手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

11月15日(月)13時-16時

く〉高年齢者職業 9月16日

(木)、 21日(火)、 10月5日

(火)、 7日(木)9時-12時

く〉許認可告種届出 9月21日

(火)13時-16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

保健福祉総合相談
(市役所1階)

包 21-8779
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

10月

市民相談室
(市役所 1階)

E23-1111内線2293
く〉人権 9月21日(火)、10月5

日(火)、 13時-16時

く〉行政 9月21日(火)、 10月

19日(火)13時-16時

。一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時-16時

※一般法律は予約制.8月は休み

く〉登記・供託・測量 10月8日

(金)13時-16時

く〉住宅新改築 9月21日(火)、

10月19日(火)13時-16時

く〉発明・考案・特許 10月4日

(月)10時-15時

く〉労働 10月14日(木)13時~

16時

<>下請け取り引き 9月16日

(木)、 10月21日(木)13時30

分-16時

。年金・社会保蹟・労災

12日(火)10時-15時

。消費生活 毎週金曜日9時

-16時

緒
に
考
え
よ
う
介
護
保
険
品
製
品
諜
2

浩一帯
-



~介護

L市職員を募集します.

第655号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

保健婦(士)
昭和44年4月2日以降に生まれ、保健婦〈土)の資格を有

する入、または平成12年3月までに資格を取得する見込み

の人

-・若干名

年齢 受け付け期間

90歳以上 11年10月1日(金)~ 10，E 
87歳~89歳 11年10月18日(月)~ 10，E 
84歳~86歳 11年11月 1 日(月 )~11 ，E

81歳~83歳 11年11月 15日(月)~11 F.

78歳~80歳 11年11月29日(月)~ 12，E 
75歳~77歳 11年12月13日(月)~ 12，E 
72歳~74歳 12年 1月4日(火)~ 1 ，E 
69歳~71歳 12年 1月17日(月)~ 1 F. 
67歳~68歳 12年 1月31日(月)~ 2 F. 
65歳~66歳 12年2月7日(月)~ 2 F. 
40歳~64歳

12年2月16日(水)~ 2 F. 
1(1時定疾病の人)

申請受け付け期間サービスを受けるには
助産婦 1人

昭和44年4月2日以降に生まれ、助産婦の資格を有する人、

または平成12年3月までに資格を取得する見込みの人

歯科衛生士 1人

昭和44年4月2日以降に生まれ、歯 科 衛生士の資格を有す

る人で、 2年以よの臨床経験がある人
認定

理学療法士 1人

昭和44年4月2日以降に生まれ、理学療法士の資格を有す

る人、または平成 12年3月までに聾成施胆などを卒業する

見込みで、資格を取得する見込みの人

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま

す
。
※

「要
支
援
」
と
認
定
さ

れ
た
場
合
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
在
宅
サ
ー
ビ
ス
}

.
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
が
家
庭
を

訪
問
し
、
入
浴
や
食
事
の
介
龍
、

口
い
物
な
ど
を
し
ま
す
。

-
訪
問
看
護

看
護
婦
な
ど
が
訪
問
し
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
療
養
上
の
お
世

話
を
し
ま
す
。

も

定

に

を

認

果

書

護

結

見

介

の

意

「

そ

の

を

医

か

す

'

治

う

ま

す

主

ど

し

ま

と

か

定

し

果

要

判

定

結

必

査

認

の

が

審

、が

査

謹

で

市

調

介

」

問

、

会

き

訪

に

査

づ

と

審

基

申請かう2週間以内に市の職員芯ど専門

の調査員が訪問して、心身 の状況なと'85

項目についてお聞きします。

訪問調査

i 
清掃・公園・土木などの作業員 数人

中学校以ょを卒業し、昭和40年4月2臼か557年4月1日ま

での聞に生 まれた人 (4年制大学以上を草諜 した人、また

は卒業する見込みの人は除く)

定

l 
雲刃
ロ仙、

認定された場合は、介護支援専門員

に相談し、作成してもらっ た計 画に沿っ

て 、 介 護 サ ー ビ ス が 利 用 できます。

※計 画は自分で作ることもできます。

介護サービス

-
老
人
保
健
施
設

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
、

家
庭
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
介
護

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

ま
す
。

-
癖
養
型
医
樺
施
設

長
期
の
療
盤
が
必
要
な
人
を

医
学
的
管
理
の
も
と
で
介
護
し

ま
す
。

入
浴
車
が
訪
問
し
、
入
浴
の

介
護
を
し
ま
す
。

-
勧
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学
師
法
士
な
ど
が
訪
問
し
、

機
能
回
復
訓
練
を
し
ま
す
。

-
通
所
介
護

(デ
イ
サ
ー
ビ
ス
)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
入
浴
や
食
事
、
動
作
訓
練

な
ど
を
し
ま
す
。
(
日
帰
り
)

歳
以
上
の
す
べ
て
の
国
民
が
負

担
し
ま
す
。
六
十
五
蔵
以
上
の

人
の
保
険
料
は
市
が
定
め
ま
す

の
で
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
人
の
保
険
料
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
が
定
め
ま
す
。

利
用
者
負
担
額
は

介
護
保
険
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担

額
は
原
則
と
し
て

一
割
で
す
。

。申 し込み方法 職 員課 (市役所3階 ) 芯どでお配りする

指定の「申込怒」、 「自己推薦普」、「受験票 (はがき)Jに

必要事項を配入し、本人が直接持参してください。申し

込み時に面接をします。郵送や代理人による申し込みは

できません。

。受け付け場所 職員 課 (市役所3階)

。受け付け期間 9月16日(木)-28日(火)、午前9時~午後

4時30分(正午~午 後1時と土・日曜日、祝日は除く)

O第 1次試験日 10月9日(土)

。問い合わせ先 職員課(宮21-8762)

保

険
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保
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は
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十

(~ 
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選挙のときに、投 票事務などに従事する臨時職員に登録

しませんか。

。対象(高校 生let:除く)
-投票事務・・市内にお住まい、通学の学生

・不在者投票事務ー 18歳-50歳の方

。勤務時間 午 前6時30分~午後8時30分 (不在者投票

は午後4時30分かう)

O賃金 時給 900円
。申し込み方法 選挙管理委員会事務局(市役所新館1階〉

や公民館でお配りする登録用紙に必要事項を記入し、本

人が直接持参してください。申し込み時に面接をします。

O受け付け期間 10月1日 (金)-29日(金)

。問い合わせ先 選挙管理委員会事務局(内線2495)

務
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父
親
は
今
、
家
の
中
で
ど
う
い
う
立
場
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

「地
震
、
館
、
火
事
、
お
や
じ
」
と
、
普
か

ら
父
親
は
恐
い
も
の
の

一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
教
育
相
談
を
過
し
て
、
お
母
さ

ん
方
か
ら
は

マ
仕
事

一
筋
、
休
み
も
あ
ま
り
取
ら
な
い
。
時

キ
子
ど
も
を
し
か
る
が
、
そ
れ
以
上
は
な
か

な
か
踏
み
込
め
な
い

マ
自
分
で
こ
れ
で
よ
い
と
患
っ
た
ら
、
そ
れ
を

子
ど
も
に
押
し
つ
け
る

一
例
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
父
親
像
が
出
て
き

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

質
問

@ 

ま
す
。

子
ど
も
に
対
し
て
の
面
か
ら
見
る
と
、
接
触

の
多
い
母
親
の
考
え
の
方
が
強
く
、
最
後
は
そ

れ
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
父
親
の
権
威
が

落
ち
た
と
か
居
場
所
が
無
く
な
っ
た
な
ど
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

同
じ

一
言
で
も
、
昔
の
「お
や
じ
」
の
方
が
、
今

の
父
親
よ
り
重
み
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
言
葉
の
丞
み
を
支
え
て
い
た
の
は
、
母
親

で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
お
父
さ
ん
、
違
う

で
し
ょ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
、

父
親
の
言
葉
も
軽
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
由
に
も
の
を
官
、っ、

言
え
る
と
い
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、

よ
く
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と

し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
父
親
、
母
親

の
役
割
分
担
や
関
係
が
、
つ
ま
く
機
能
し
て
い
な

い
と
、

戸
惑
っ
て
し
ま
、
つ
の
は
子
ど
も
な
の
で

す
か
ら
・
・
・
・
・・。

A'子
ど
も
教
育
相
設
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

。&A
和
式
の
生
活
様
式
が
高
齢
者

に
と
っ
て
不
向
え
⑤
瓦
向
き

に
造
ら
れ
て
い
る
た
め
、
冬

の
寒
さ
対
策
が
弱
い
ー
ー
な

ど
の
ケ
1
ス
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
高
齢
者
の
住
宅
内
で
の

事
故
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「転

ば
ぬ
先
の
つ
え
」
に
あ
た
る

住
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
外
へ
出
や
す
い
住

環
境
は
、
日
齢
者
の
自
立
と

意
欲
の
拡
大
や
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
ほ
か
、
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

門
の
理
学
療
法
士
が
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
M)0
3
1
1

な
成
人
向
き
に
で
き
て
い
る

従
来
の
住
宅
構
造
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
問
題
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
身
体
機

能
面
か
ら
見
る
と
、
安
心
・

安
全

・
快
適
な
構
造
と
は
一百

年
を
取
っ
て
寝
た
り
起
き

た
り
し
て
い
る
両
親
と

一
緒

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
最
近

住
宅
に
つ
い
て
も
よ
く
耳
に

す
る

「バ
リ
ア
フ
リ
l
」
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
o

a答
え

ふ
ろ
場
や
ト
イ
レ
の
段
差

な
ど
、
高
齢
者
や
陣
答
者
の

生
活
や
活
動
に
不
使
な

「障

壁

(バ
リ
ア
こ
を
取
り
除

く
こ
と
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

呼
び
ま
す
。

平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢

者
が
自
宅
で
生
活
す
る
時
間

も
長
く
な
り
ま
し
た
。
健
康

い
難
い
住
宅
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
①
至
る
所
に
段

差
が
あ
る
②
か
つ
て
の
尺
貫

法
の
影
響
で
、
廊
下
・
階
段

の
幅
が
車
い
す
な
ど
介
助
用

の
福
祉
用
具
を
使
、
つ
の
に
適

さ
な
い
③
室
面
積
が
狭
い
④

ほろ

ねたきりや痴呆症のお年寄りを在宅で介護している方を対象に「しょう芯ん

介護者のつどい」を聞きます。

。 日程 11月 18日 (木)-19日〈金)1泊2目
。定員 15人(抽選)<>替加費 5，000円

。行き先静岡・焼津方面

。締め切り 9月30日(木〉

日ごろの介護の悩みを話し合ってみませんか

しようなん介護者のつどい
。申し込み先社会福祉協議会(宮33-2333)
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